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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 14,157 4.4 366 △20.0 380 △27.6 198 △40.9

29年3月期第2四半期 13,561 △23.4 457 △59.8 525 △53.5 335 △52.4

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　234百万円 （△17.0％） 29年3月期第2四半期　　282百万円 （△59.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 26.25 ―

29年3月期第2四半期 44.45 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 33,756 14,255 42.2 1,887.01

29年3月期 28,870 14,096 48.8 1,868.62

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 14,235百万円 29年3月期 14,096百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

30年3月期 ― 10.00

30年3月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 △6.9 1,000 △18.2 1,000 △27.1 500 △35.3 66.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 7,718,722 株 29年3月期 7,718,722 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 174,860 株 29年3月期 174,859 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 7,543,862 株 29年3月期2Q 7,543,863 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界を取り巻く環境は、人件費の高騰等が収益面に影響を

与え、また人手不足も顕著化の度合いを増してまいりました。作業品質レベルへの注目も一層高まってきておりま

す。 

 このような状況下、今後の業績進展に繋がるホテル事業や海外事業に注力すると共に、食品工場の生産ラインの

衛生管理等を行うサニテーション業務の拡充や、ファシリティマネジメントの観点から総合的な営業・提案活動等

を強化しております。当第２四半期連結累計期間においては、不動産売却と、6月24日新築オープンの「ベルケン

ホテル東京」及び9月4日増築オープンの「那覇ウエストイン」両ホテル事業により、前年同期と比較して売上高が

増加いたしました。しかしながら、前述のホテル事業の立上げ費用等の影響もあり、経常利益、親会社株主に帰属

する四半期純利益は減少いたしました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は141億57百万円（前年同期比4.4％増）、経常利益は3億80百万

円（前年同期比27.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億98百万円（前年同期比40.9％減）となりま

した。

セグメントの概況は、次のとおりであります。 

① ビルメンテナンス事業 

ビルメンテナンス部門では、お客様のニーズを踏まえた省エネ・省コストに繋がる各種提案、作業品質を維

持・向上させるための現場チェック・作業指導活動等を継続して実施しており、新規現場の受注が増えておりま

す。加えて、自社運営ホテルへの取り組みが評価され、他社運営ホテルのメンテナンス案件の新規受注も増えて

きております。また、サニテーション部門でも、お客様の工場の稼働状況に合わせた柔軟な対応や、作業品質・

衛生管理等に高い評価をいただいており、前年同期と比較して売上高は増加いたしました。しかしながら、人件

費の高騰等が収益面に影響を与え、セグメント利益が減少いたしました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は114億37百万円（前年同期比0.9％増）、セグメント利益は10

億52百万円（前年同期比1.5％減）となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業では、不動産の売買・仲介及び保有している不動産の賃貸等を行っております。当第２四半期連結

累計期間は１件の不動産売却があったことから、不動産売却がなかった前年同期と比較して売上高及びセグメン

ト利益が増加いたしました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は9億48百万円（前年同期比249.3％増）、セグメント利益は1

億75百万円（前年同期比70.7％増）となりました。 

③ 介護事業 

介護事業では、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。当社グループでは、メルシー緑が丘

（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市

戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立った高いレベルのサービスを提供しております。新た

な入居者もありますがご逝去等による退去も多く、入居稼働率アップに苦戦している施設もあり、前年同期と比

較して売上高は減少し、セグメント損失計上となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5億67百万円（前年同期比0.9％減）、セグメント損失は2百

万円（前年同期は1百万円のセグメント利益）となりました。 

④ フランチャイズ事業 

フランチャイズ事業では、ツタヤ、プロント、ミスタードーナツ、サルヴァトーレ・クオモ、やきとり家すみ

れ等の店舗展開を行っております。前期中に入居している施設エリア全体が入居更新を見合わせることとなり閉

店となった店舗があったことや、当期に入り将来性を勘案した上での店舗の譲渡・閉店等を進めた影響で、前年

同期と比較して売上高及びセグメント利益が減少いたしました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は9億94百万円（前年同期比19.9％減）、セグメント利益は14

百万円（前年同期比58.6％減）となりました。 

⑤ その他事業 

その他事業では、6月24日新築オープンの「ベルケンホテル東京」及び9月4日増築オープンの「那覇ウエスト

イン」の両ホテル事業により売上高は増加しましたが、立上げ費用等によりセグメント損失計上となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2億8百万円（前年同期比44.0％増）、セグメント損失は20百

万円（前年同期は37百万円のセグメント利益）となりました。 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の連結業績予想につきましては、平成29年5月12日公表の「平成29年３月期決算短信」に記載のとおりであ

り、業績予想は修正しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,836,841 5,326,288 

受取手形及び売掛金 2,806,840 2,919,692 

商品及び製品 137,607 72,530 

販売用不動産 4,157,725 7,680,911 

未成工事支出金 7,013 19,382 

原材料及び貯蔵品 36,578 33,846 

その他 4,212,305 3,642,042 

貸倒引当金 △1,153,106 △1,056,089 

流動資産合計 16,041,805 18,638,606 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,452,406 5,276,261 

土地 5,673,793 6,785,157 

その他（純額） 1,232,887 632,557 

有形固定資産合計 10,359,087 12,693,976 

無形固定資産 557,981 514,442 

投資その他の資産    

その他 2,004,135 2,015,066 

貸倒引当金 △92,767 △106,052 

投資その他の資産合計 1,911,368 1,909,014 

固定資産合計 12,828,437 15,117,432 

資産合計 28,870,242 33,756,039 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,803,433 1,697,082 

短期借入金 901,563 4,620,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,526,492 2,544,950 

未払法人税等 267,276 220,405 

賞与引当金 249,756 255,583 

その他 2,475,402 2,489,073 

流動負債合計 8,223,923 11,827,095 

固定負債    

長期借入金 4,951,392 6,102,025 

役員退職慰労引当金 235,841 209,002 

退職給付に係る負債 306,379 316,073 

その他 1,056,062 1,046,352 

固定負債合計 6,549,676 7,673,454 

負債合計 14,773,600 19,500,549 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,808,800 1,808,800 

資本剰余金 1,852,220 1,852,220 

利益剰余金 10,344,041 10,466,632 

自己株式 △78,463 △78,464 

株主資本合計 13,926,599 14,049,189 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 170,392 196,103 

為替換算調整勘定 △40,120 △42,592 

退職給付に係る調整累計額 39,771 32,652 

その他の包括利益累計額合計 170,043 186,163 

非支配株主持分 － 20,136 

純資産合計 14,096,642 14,255,489 

負債純資産合計 28,870,242 33,756,039 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 13,561,495 14,157,259 

売上原価 10,713,742 11,336,369 

売上総利益 2,847,753 2,820,889 

販売費及び一般管理費 2,389,821 2,454,540 

営業利益 457,931 366,349 

営業外収益    

受取利息 20,404 20,976 

受取配当金 6,377 5,192 

受取賃貸料 8,867 13,863 

持分法による投資利益 2,742 1,226 

貸倒引当金戻入額 76,943 290 

その他 19,643 22,574 

営業外収益合計 134,979 64,123 

営業外費用    

支払利息 32,508 30,466 

支払手数料 9,482 14,146 

為替差損 12,340 0 

その他 12,666 5,246 

営業外費用合計 66,996 49,860 

経常利益 525,913 380,612 

特別利益    

固定資産売却益 － 3,603 

資産除去債務戻入益 － 12,141 

その他 1 47 

特別利益合計 1 15,792 

特別損失    

固定資産除却損 42 1,066 

投資有価証券評価損 5,000 － 

減損損失 17,545 3,336 

その他 － 328 

特別損失合計 22,587 4,730 

税金等調整前四半期純利益 503,327 391,673 

法人税、住民税及び事業税 177,368 165,657 

法人税等調整額 △9,353 7,829 

法人税等合計 168,015 173,487 

四半期純利益 335,312 218,186 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 20,136 

親会社株主に帰属する四半期純利益 335,312 198,050 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 335,312 218,186 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △17,184 25,711 

為替換算調整勘定 △30,593 △2,471 

退職給付に係る調整額 △5,329 △7,118 

その他の包括利益合計 △53,106 16,120 

四半期包括利益 282,205 234,307 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 282,205 214,171 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 20,136 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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